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■職務要約
2006年にインテリア専門商社である株式会社ニップコーポレーションに営業職として入社。ディスプレイ・サイン部門のルートセールスを中心に担当しておりました。その後、2012年1月に人事総務課へ異動となり、勤怠管理や採用業務・社内イベント・株主総会運営等人事総務業務全般に携わったのち、リーダーとして人事業務をメインに担当することとなり、新卒・中途採用計画の立案から実施、研修計画の策定・運用、諸制度の整備や規定の改定等を経験し、直近では人事制度の改定や勤怠管理システム導入の企画立案などを行っております。

■活かせる経験・知識・技術
・人事制度：職能資格制度の管理運用、キャリアパスの構築、社内規定整備

・採用：採用活動計画、説明会運営、選考と内定者フォロー
・教育・研修：年間研修計画立案・実施、新入社員研修実施
・給与労務：給与・賞与処理、人件費管理、年末調整、退職金管理、定期昇給
・助成金、給付金申請（雇用調整助成金、小学校等休業助成金）
・ＰＣスキル（Word,Excel,PowerPoint、給与計算ソフト＜JOE給与＞、ワークフローシステム＜Create!Webフロー＞）
■職務経歴
2006年09月～現在　株式会社ニップコーポレーション
事業内容：壁装材・床材、ディスプレイ・インテリア資材の企画・販売・施工
資本金：93百万円　売上高：25,900百万円（2019年）　従業員数：440名　非上場
	期間
	業務内容

	2019年01月
～現在

	人事部人事課（課長）
【採用関連業務】

・新卒採用－採用計画立案、説明会実施から内定後の面談、内定者フォローまで一貫して指揮。人材要件サーベイにより人物像を明確化

・中途採用－媒体選定、募集拠点とのターゲット及び日程調整

【給与等関連業務】

・勤怠管理－勤怠管理システムの導入立案。半休制度の導入

・退職金（確定給付企業年金）管理

【人事企画業務】

・人事制度・評価制度の見直し、就業規則・諸規定の改正

・働き方改革等法改正対応（36協定運用、時間外管理、有休管理等）

・階層別研修制度の立案・運用－内定者、新入社員（規則等については講師として登壇）、入社半年（９月）、3年目、5年目、評価者等

【ポイント】

新卒採用において2020年卒採用よりインターンシップの取組を開始し、早期内

定承諾者を獲得、採用活動の長期化抑制へと繋がった。評価制度の見直しについ
ては、職種ごとに求められる役割が異なることから、統一のシートから営業職と事務職・間接職それぞれの目標設定シートへの変更を企画し、来年度に改定予定。また、有給休暇取得促進を目的として、８月より半休制度を導入し２か月間で2％の取得率増加に繋がっている。

	
	課長以下4名

	2012年01月
～2018年12月

	管理部人事総務課（2015年4月～マネージャー）
【採用関連業務】

・新卒採用－年間平均25名採用、職種：営業職、営業事務職

　　　　　　説明会運営（仙台・東京・名古屋・大阪・福岡）、一次面接、日程調整、内定者フォロー（展示会見学会を立案、以降毎年実施）

・中途採用－募集拠点とのターゲット及び日程調整、採用手続

【給与等関連業務】

・勤怠管理－400名強の勤務管理表（紙申告）の取り纏めと給与システム反映

　　　　　　出勤簿（約30拠点）管理

・年末調整取り纏め

【その他】

・階層別研修の運営

・36協定締結、労基署対応

・株主総会、全社員イベント運営補佐、社内報作成

【ポイント】

ワークフロー担当として各部門と連携して紙管理の帳票をシステム化、フローの効率化と出力コストの削減に貢献した。



	
	次長以下5名（2015年よりマネージャーとして採用担当2名のマネジメント）

	2007年01月
～2011年12月
	東京ディスプレイ支店ディスプレイ練馬営業所

ディスプレイ・サイン部門専門の営業所として、既存顧客への深耕営業を中心に一部（1,2割）新規開拓

【主要顧客】

・ディスプレイ、イベント装飾業者

・ＴＶ，映画、ＣＭ等舞台装飾業者

・広告、看板製作業者　等

【平均予算】

・１０，０００百万円／月　　担当顧客数：約100社

【ポイント】

競合他社に対して、デリバリーによってアドバンテージを獲得するため、担当顧客に近い別部門の営業所への在庫を提言。商品の切替に成功し、同営業拠点へ部門担当者を配置することとなり売上に貢献した。



	
	所長以下8名

	2006年09月
～2006年12月
	池袋支店ディスプレイ課
営業職として自社及び他社商品の知識、営業活動の基本を習得


	
	課長以下7名


■自己PR
・対応力

営業職から人事という異なる職種へ異動しましたが、ゼネラリストとして強みになると考え、出来るだけ早く戦力になれるような工夫をしてきました。具体的には異動直後から社内の資格取得支援制度を活用してビジネス・キャリア検定の4資格を取得し、わからないことは社内の詳しいメンバーにヒアリングするなど積極的に行動に移しました。その結果、早期に幅広い知識を習得し、任される業務範囲も広げることができました。

・コミュニケーション力
仕事を円滑に進めるためには、多くの人と関わりながら協力して進める必要があります。特に人事においては拠点間の調整や会社と社員の間に立った対応もあるため、常に上司や人事課メンバーだけでなく他部門も含めた良好な関係作りに尽力してきました。拠点長との良好な関係構築に努めた結果、毎月多くの拠点へ督促の必要だった書類を滞りなく回収できたりなど業務の効率化にも繋がっています。
・マネジメント力

「チームで成果を出す」ことをモットーに日々マネジメントを行っています。従業員数440名、営業拠点25拠点に対して限られた人員で人事の幅広い業務に対応する必要があるため、部下との定期的な面談・ミーティングを通じて計画的に業務を共有、人事業務全般の互換体制を構築し、コロナ禍によって発生した突発的な業務（休業に伴う勤怠管理、社内周知・助成金対応等）も円滑に遂行しています。
以上

